
史学科

※（　）内は「立教大学学士課程教育の学位授与の方針」に定める学修成果項目との関連を記載。

科目名
科目
区分

主要授業
科目

配当
年次

①人文学の
発想を幅広
く深く身につ
ける

②テキストを
正確に読解
できる

③テキスト
についての
自らの解釈
を説得的か
つ論理的に
口頭ならび
に文章で表
現できる

④複数のテ
キストや事
象にわたる
主題につい
てその細部
を分析し、総
合する思考
力を獲得す
る

⑤他者を理
解するため
の柔軟かつ
粘り強い思
考力を持つ
こと

⑥過去を知
り未来を志
向するなか
で、総合的
な人間理解
に達するこ
と

⑦日本に関
する史料に
基づく歴史
研究の手法
および発想
を身につけ
る

⑧大陸世界
と海域世界
の史料に基
づく歴史研
究の手法お
よび発想を
身につける

⑨複合社会
論、文化人
類学、アメリ
カ社会史、
地域研究
論、文化環
境学の研究
手法・発想
を身につけ
る

入門演習　Ｇ１a～G1i
必修

（指定科目Ａ）
○ 1 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

入門演習　Ｇ２a～G2i
必修

（指定科目Ａ）
○ 1 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

卒業論文（制作）予備演習
必修

（指定科目Ａ）
○ 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

演　　　　　　　　習G１
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G２
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G３
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G４
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G５
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G６
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G７
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G８
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G９
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１０
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１１
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１２
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１３
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１４
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１５
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１６
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１７
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１８
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G１９
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G２０
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G２１
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G２２
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習G２３
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

卒業論文（制作）の準備を行い、12,000字以上のレポートを
完成させる。

大学で学ぶ「歴史学」や「超域文化学」の考え方や基礎的方
法に慣れる。

大学で学ぶ「歴史学」や「超域文化学」の考え方や基礎的方
法に慣れる。

学修成果

【学部全体】
「学士（文学）」を授与される学生は、以下のような能力を有する。
①　キリスト教精神に裏打ちされた人文学の発想を幅広く深く身につけること(「 1. リベラルアーツの素養 」 「 2. 専門性 」 「 3. 自己
を理解し発展させる力 」 「 4. キャリア展望を確立する力 」 「 5. 他者を理解する姿勢 」 「 6. 表現力 」 「 8. 国際性 」 「 9. 社会的実
践力 」と 関連)
②　テキストを正確に読解できること(「 1. リベラルアーツの素養」 「 2. 専門性 」  「 5. 他者を理解する姿勢 」 「 6. 表現力 」 「 8. 国
際性 」と 関連)
③　テキストについての自らの解釈を説得的かつ論理的に口頭ならびに文章で表現できること(「 1. リベラルアーツの素養」 「 2. 専
門性 」 「 3. 自己を理解し発展させる力 」 「 6. 表現力 」 「 8. 国際性 」と 関連)
④　複数のテキストや事象にわたる主題について首尾一貫してその細部を分析しさらにそれを総合する思考力を持つこと(「 1. リベ
ラルアーツの素養 」 「 2. 専門性 」 「 5. 他者を理解する姿勢 」 「 6. 表現力 」 「 8. 国際性 」と 関連)
⑤　他者を理解するための柔軟かつ粘り強い思考力を持つこと(「 1. リベラルアーツの素養 」 「 2. 専門性 」 「 3. 自己を理解し発展
させる力 」 「 5. 他者を理解する姿勢 」 「 6. 表現力 」「 7. リーダーシップ 」 「 8. 国際性 」 「 9. 社会的実践力」 と 関連)

史学科は、過去を知り未来を志向するなかで、総合的な人間理解に達することを目標とする。 (「1. リベラルアーツの素
養」「2. 専門性」「3. 自己を理解し発展させる力」「5. 他者を理解する姿勢」「6. 表現力」「7.リーダーシップ」「8. 国際性」「9.
社会的実践力」と関連)
・ 日本史学専修では日本に関する史料に基づく歴史研究の手法および発想が身につく。(「1. リベラルアーツの素養」「2.
専門性」「3. 自己を理解し発展させる力」「5. 他者を理解する姿勢」「6. 表現力」「7.リーダーシップ」「8. 国際性」「9.社会的
実践力」と関連)
・ 世界史学専修では大陸世界と海域世界の史料に基づく歴史研究の手法および発想が身につく。(「1. リベラルアーツの
素養」「2. 専門性」「3. 自己を理解し発展させる力」「5. 他者を理解する姿勢」「6. 表現力」「7.リーダーシップ」「8. 国際性」
「9.社会的実践力」と関連)
・ 超域文化学専修では複合社会文化論、文化人類学、アメリカ社会史、地域研究論、文化環境学、民俗学の研究手法
および発想が身につく。(「1. リベラルアーツの素養」「2. 専門性」「3. 自己を理解し発展させる力」「5. 他者を理解する姿
勢」「6. 表現力」「7.リーダーシップ」「8. 国際性」「9.社会的実践力」と関連)

文学部史学科のカリキュラム 文学部の学修成果との関連
（◎＝強く関連、　○＝関連、　△＝やや関連）

科目の学修成果

文学部の教育目的

世界の多様な文学・言語・文化・歴史・思想・教育に関するテキストや人に触れることを通じて、幅広い人文的教養と深い人間理解に裏打ちされた主体的な批評精神をもって社会に貢献できる人を育てる。

カリキュラム・マップ



史学科

科目名
科目
区分

主要授業
科目

配当
年次

①人文学の
発想を幅広
く深く身につ
ける

②テキストを
正確に読解
できる

③テキスト
についての
自らの解釈
を説得的か
つ論理的に
口頭ならび
に文章で表
現できる

④複数のテ
キストや事
象にわたる
主題につい
てその細部
を分析し、総
合する思考
力を獲得す
る

⑤他者を理
解するため
の柔軟かつ
粘り強い思
考力を持つ
こと

⑥過去を知
り未来を志
向するなか
で、総合的
な人間理解
に達するこ
と

⑦日本に関
する史料に
基づく歴史
研究の手法
および発想
を身につけ
る

⑧大陸世界
と海域世界
の史料に基
づく歴史研
究の手法お
よび発想を
身につける

⑨複合社会
論、文化人
類学、アメリ
カ社会史、
地域研究
論、文化環
境学の研究
手法・発想
を身につけ
る

文学部史学科のカリキュラム 文学部の学修成果との関連
（◎＝強く関連、　○＝関連、　△＝やや関連）

科目の学修成果

演　　　　　　　　習G２４
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H1
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H2
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H3
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H4
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H5
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H6
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H7
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H8
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H9
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H10
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H11
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H12
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H13
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H14
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H15
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H16
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H17
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H18
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H19
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H20
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H21
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H22
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H23
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習H24
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I２
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I３
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I４
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I５
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I６
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I７
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

世界史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や史料を収
集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。

日本史の文献や史料を正確に読解する能力を身につけると
ともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や史料を収
集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ卒業論
文の準備に努める。



史学科

科目名
科目
区分

主要授業
科目

配当
年次

①人文学の
発想を幅広
く深く身につ
ける

②テキストを
正確に読解
できる

③テキスト
についての
自らの解釈
を説得的か
つ論理的に
口頭ならび
に文章で表
現できる

④複数のテ
キストや事
象にわたる
主題につい
てその細部
を分析し、総
合する思考
力を獲得す
る

⑤他者を理
解するため
の柔軟かつ
粘り強い思
考力を持つ
こと

⑥過去を知
り未来を志
向するなか
で、総合的
な人間理解
に達するこ
と

⑦日本に関
する史料に
基づく歴史
研究の手法
および発想
を身につけ
る

⑧大陸世界
と海域世界
の史料に基
づく歴史研
究の手法お
よび発想を
身につける

⑨複合社会
論、文化人
類学、アメリ
カ社会史、
地域研究
論、文化環
境学の研究
手法・発想
を身につけ
る

文学部史学科のカリキュラム 文学部の学修成果との関連
（◎＝強く関連、　○＝関連、　△＝やや関連）

科目の学修成果

演　　　　　　　　習  I８
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I９
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１０
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１１
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１２
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１３
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１４
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１５
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１６
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１７
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１８
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I１９
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I２０
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I２１
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I２２
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I２３
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

演　　　　　　　　習  I２４
選択

（指定科目Ｂ１）
○ 3～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

フィ－ルドワ－クH１
選択

（指定科目Ｂ２）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

フィ－ルドワ－クH２
選択

（指定科目Ｂ２）
○ 2～4 ○ ○ ◎

フィ－ルドワ－クＩ１
選択

（指定科目Ｂ２）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

フィ－ルドワ－クＩ２
選択

（指定科目Ｂ２）
○ 2～4 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎

専門基礎１
（アジア・アフリカ系言語1）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎２
（アジア・アフリカ系言語2）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎３
（ヨーロッパ系言語1）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎４
（イングリッシュ・コンプリヘンジョ
ン）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎５
（アカデミックライティング）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎６
（ヨーロッパ系言語2）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎７
（ヨーロッパ系言語3）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎９
（近代史料論）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎１０
（現代史料論）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎13
（アジア・アフリカ系言語3）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎15
（カルトグラフィ）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ○ ○ ◎

専門基礎16
（フィールドワーク方法論）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ○ ○ ◎

専門基礎１7
（古文書・古代）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎１8
（古文書・中世）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

専門基礎１9
（古文書・近世）

選択
（指定科目Ｂ２）

○ 2～4 ◎ ○ ○

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

主として歴史研究で必要な英語の文章の読解能力を身につ
ける。

主として歴史学論文を英語で執筆する際の基礎について学
ぶ。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

様々な地域へ赴き、歴史学の史料の収集方法、現地調査の
方法などを学ぶ。

様々な地域へ赴き、歴史学の史料の収集方法、現地調査の
方法などを学ぶ。

文化人類学，人文地理学，民俗学などの手法を用いて，実
際に情報を収集し，地域研究を進める力を養う。

主として歴史研究で必要なイタリア語の基礎を学ぶ。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

文化人類学，人文地理学，民俗学などの手法を用いて，実
際に情報を収集し，地域研究をすすめる力を養う。報告書に
まとめる作業を通じて，基本的な表現手法を学ぶ。

歴史研究に必要なアジア・アフリカ系言語の基礎を学ぶ。

歴史研究に必要なアジア・アフリカ系言語の基礎を学ぶ。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の設定した研究テーマの先行研究や資
料を収集・分析して報告し、他学生や教員と議論を深めつつ
卒業論文の準備に努める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

超域文化学の文献や資料を正確に読解する能力を身につ
けるとともに、自分の研究テーマを設定して先行研究や資料
を収集・読解・報告し、他学生や教員との議論を深める。

主として歴史研究で必要なイタリア語の基礎を学ぶ。

主として歴史研究で必要な諸言語の基礎を学ぶ。

日本史研究で必要な史料の読解能力を身につける。

日本史研究で必要な史料の読解能力を身につける。

日本史研究で必要な史料の読解能力を身につける。

日本史研究で必要な史料の読解能力を身につける。

日本史研究で必要な史料の読解能力を身につける。

トルコ語の基礎を習得し、将来の研究に使用できるようにな
る。

図像での表現方法を学び、実際に生かす方法を習得する。

フィールドワークの理論と方法を学ぶ。



史学科

科目名
科目
区分

主要授業
科目

配当
年次

①人文学の
発想を幅広
く深く身につ
ける

②テキストを
正確に読解
できる

③テキスト
についての
自らの解釈
を説得的か
つ論理的に
口頭ならび
に文章で表
現できる

④複数のテ
キストや事
象にわたる
主題につい
てその細部
を分析し、総
合する思考
力を獲得す
る

⑤他者を理
解するため
の柔軟かつ
粘り強い思
考力を持つ
こと

⑥過去を知
り未来を志
向するなか
で、総合的
な人間理解
に達するこ
と

⑦日本に関
する史料に
基づく歴史
研究の手法
および発想
を身につけ
る

⑧大陸世界
と海域世界
の史料に基
づく歴史研
究の手法お
よび発想を
身につける

⑨複合社会
論、文化人
類学、アメリ
カ社会史、
地域研究
論、文化環
境学の研究
手法・発想
を身につけ
る

文学部史学科のカリキュラム 文学部の学修成果との関連
（◎＝強く関連、　○＝関連、　△＝やや関連）

科目の学修成果

宗教の多様性と社会
選択

（指定科目Ｂ２）
○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１
（地中海世界１）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２
（地中海世界２）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３
（前近代ヨーロッパ１）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４
（前近代ヨーロッパ２）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義５
（近代ヨーロッパ１）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義６
（近代ヨーロッパ２）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義７
（グローバルヒストリー）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義８
（地域からの歴史）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義９
（前近代東アジア・ユーラシア1）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１０
（前近代東アジア・ユーラシア2）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１１
（前近代における法と国家）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１３
（近代東アジア・ユーラシア1）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１４
（近代東アジア・ユーラシア2）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１５
（アジア海域１）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１６
（アジア海域２）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１７
（世界大戦とヨーロッパ）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１８
（世界大戦とアジア）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義１９
（近現代における法と社会）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２１
（社会史の方法）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２２
（マイノリティと境界）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２３
（人間と都市）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２４
（人間と環境）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２５
（信仰と知の歴史1）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２６
（信仰と知の歴史2）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２７
（古代日本とアジア１）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２８
（古代日本とアジア２）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義２９
（律令国家論１）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３０
（律令国家論２）

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３１
(中世日本史論１)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３２
(中世日本史論２)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３３
(中世日本と世界)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３４
(中世国家と民衆)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３５
(近世日本史論)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３６
(伝統社会史論１)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３７
(近世日本と世界)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３８
(日本社会史論１)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義３９
(近代日本史論１)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４０
(近代日本史論２)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４１
(近代日本と世界)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

世界各地の宗教・信仰にかんする基本的な理論や実践につ
いて学ぶ。

古代から中世半ばまでの地中海世界の歴史的問題につい
て学ぶ。

ヨーロッパの中世から近世にかけての歴史的問題について
学ぶ。

ヨーロッパの中世から近世にかけての歴史的問題について
学ぶ。

ヨーロッパの近代の歴史的問題について学ぶ。

ヨーロッパの近代の歴史的問題について学ぶ。

諸世界の歴史的形成・特質を一国史の枠にとらわれずに理
解する。

古代から中世半ばまでの地中海世界の歴史的問題につい
て学ぶ。

近代東アジア・ユーラシアの歴史的展開について学ぶ。

アジアの海域世界における諸地域の人々との交流について
学ぶ。

アジアの海域世界における諸地域の人々との交流について
学ぶ。

２次にわたる大戦のあった２０世紀のヨーロッパの歴史的問
題について学ぶ。

第二次世界大戦におけるアジア社会の問題について学ぶ。

中世から現代までの東ヨーロッパとロシアにおける歴史的問
題について学ぶ。

諸世界の歴史的形成・特質を一国史の枠にとらわれずに理
解する。

前近代東アジア・ユーラシアの歴史的展開について学ぶ。

前近代東アジア・ユーラシアの歴史的展開について学ぶ。

古代･中世の社会的、政治的思想的問題について学ぶ。

近代東アジア・ユーラシアの歴史的展開について学ぶ。

アジアやヨーロッパの諸都市の歴史的展開について学ぶ。
社会における精神活動の歴史的展開について学ぶ。

古代日本史をアジア史の中に位置付けて考察する。

古代日本史をアジア史の中に位置付けて考察する。

律令制国家に関する諸テーマについて知識を身に付けると
ともに理解を深める。

律令制国家に関する諸テーマについて知識を身に付けると
ともに理解を深める。

中世日本に関する歴史学上の諸テーマについて知識を身に
つけるとともに洞察力を深め、中世日本の特徴を理解する。

アナール学派をはじめとする現在の社会史研究の方法、特
徴について学ぶ。

歴史におけるマイノリティや周縁の人々の諸問題について学
ぶ。

アジアやヨーロッパの諸都市の歴史的展開について学ぶ。

アジアや、ヨーロッパの過去の環境について学ぶ。

アジアやヨーロッパの諸都市の歴史的展開について学ぶ。
社会における精神活動の歴史的展開について学ぶ。

日本社会史に関する諸テーマをとりあげ、日本社会の歴史
的特徴について理解を深める。

近代日本に関する歴史学上の諸テーマについて知識を身に
つけるとともに洞察力を深め、近代日本の特徴を理解する。

近代日本に関する歴史学上の諸テーマについて知識を身に
つけるとともに洞察力を深め、近代日本の特徴を理解する。

近代日本を世界史的視野から考察し、その特徴について知
識を身に付けるとともに理解を深める。

中世日本に関する歴史学上の諸テーマについて知識を身に
つけるとともに洞察力を深め、中世日本の特徴を理解する。

中世日本を世界史的視野から考察し、その特徴について知
識を身に付けるとともに理解を深める。

中世日本を民衆の視点から考察し、その特徴について知識
を身に付けるとともに理解を深める。

近世日本に関する歴史学上の諸テーマについて知識を身に
つけるとともに洞察力を深め、近世日本の特徴を理解する。

「伝統社会」に関する人々の認識について考察し、理解を深
める。

近世日本を世界史的視野から考察し、その特徴について知
識を身に付けるとともに理解を深める。



史学科

科目名
科目
区分

主要授業
科目

配当
年次

①人文学の
発想を幅広
く深く身につ
ける

②テキストを
正確に読解
できる

③テキスト
についての
自らの解釈
を説得的か
つ論理的に
口頭ならび
に文章で表
現できる

④複数のテ
キストや事
象にわたる
主題につい
てその細部
を分析し、総
合する思考
力を獲得す
る

⑤他者を理
解するため
の柔軟かつ
粘り強い思
考力を持つ
こと

⑥過去を知
り未来を志
向するなか
で、総合的
な人間理解
に達するこ
と

⑦日本に関
する史料に
基づく歴史
研究の手法
および発想
を身につけ
る

⑧大陸世界
と海域世界
の史料に基
づく歴史研
究の手法お
よび発想を
身につける

⑨複合社会
論、文化人
類学、アメリ
カ社会史、
地域研究
論、文化環
境学の研究
手法・発想
を身につけ
る

文学部史学科のカリキュラム 文学部の学修成果との関連
（◎＝強く関連、　○＝関連、　△＝やや関連）

科目の学修成果

史学講義４２
(日本女性史)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４３
(現代日本史論)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４４
(現代日本と世界)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４５
(伝統社会史論２)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４６
(日本社会史論２)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４７
(戦争と平和の歴史１)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４８
(戦争と平和の歴史２)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義４９
(都市と村落)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義５０
(日本の思想・文化)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義５１
(日本変動期史論1)

選択
（指定科目C）

○ 2～4 ○ ○ ◎

史学講義５４
（史料学）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１
（文化人類学１）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義２
（文化人類学２）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義３
（地域研究論１）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義４
（地域研究論２）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義５
（地域研究論３）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義７
（アメリカ社会史１）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義８
（アメリカ社会史２）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義９
（アメリカ社会史３）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１１
（イスラ－ム複合社会史１）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１２
（イスラ－ム複合社会史２）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１３
（イスラ－ム複合社会論１）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１４
（イスラ－ム複合社会論２）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１５
（文化環境学１）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１６
（文化環境学２）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１７
（農耕牧畜論）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１８
（考古学）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義１９
（都市空間論）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義２０
（文化ダイナミクス論）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義２１
（フォークロア１）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義２２
（フォークロア２）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義２３
（比較技術論）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

超域文化学講義２４
（人類生態学）

選択
（指定科目Ｃ）

○ 2～4 ○ ○ ◎

自然地理学１
選択

（指定科目Ｃ）
○ 2～4 ○ ○ ◎

自然地理学２
選択

（指定科目Ｃ）
○ 2～4 ○ ○ ◎

比較政治史１
選択

（指定科目Ｃ）
○ 2～4 ○ ○ ◎

比較政治史２
選択

（指定科目Ｃ）
○ 2～4 ○ ○ ◎

地理学概説１
選択

（指定科目Ｃ）
○ １～4 ○ ○ ◎

地理学概説２
選択

（指定科目Ｃ）
○ １～4 ○ ○ ◎

地誌学１
選択

（指定科目Ｃ）
○ １～4 ○ ○ ◎

日本史を女性やジェンダーの視点から考察し、その特徴に
ついて理解する。

現代日本に関する歴史学上の諸テーマについて知識を身に
ついけるとともに洞察力を深め、その特徴を理解する。

日本の思想・文化について歴史的視点から考察し、その特
徴について理解を深める。

日本史上の変動期に関して知識を深め、その因果関係につ
いて理解を深める。

日本史の研究に利用しうる様々な史料について具体的な事
例から理解を深める。

現代日本を世界史的視野から考察し、その特徴について理
解する。

「伝統社会」に関する人々の認識について考察し、理解を深
める。

日本社会史に関する諸テーマをとりあげ、日本社会の歴史
的特徴について理解を深める。

戦争の勃発や平和の構築に関する歴史学上の諸テーマに
ついて理解を深める。

戦争の勃発や平和の構築に関する歴史学上の諸テーマに
ついて理解を深める。

日本史における都市と農村の構造や関係性に関する、歴史
学上の諸テーマについて理解を深める。

複合的な視点からアメリカ史を理解することができるようにな
る。

複合的な視点からアメリカ史を理解することができるようにな
る。

イスラーム史をその前史、周辺地域の歴史との関係から複
合的に理解できるようになる。

イスラーム史をその前史、周辺地域の歴史との関係から複
合的に理解できるようになる。

イスラーム文化を地球的な視点から理解できるようになる。

イスラーム文化を地球的な視点から理解できるようになる。

文化人類学の基礎的な考え方を学ぶ。

文化人類学の基礎的な考え方を学ぶ。

地域研究の基本的な考え方を具体的な地域を取り上げなが
ら学ぶ。

地域研究の基本的な考え方を具体的な地域を取り上げなが
ら学ぶ。

地域研究の基本的な考え方を具体的な地域を取り上げなが
ら学ぶ。

複合的な視点からアメリカ史を理解することができるようにな
る。

政治史に関係する諸テーマについて比較史の視点から考察
する。

政治史に関係する諸テーマについて比較史の視点から考察
する。

地理学の基礎を学び、人間の生活の多様性を理解できるよ
うになる。

地理学の基礎を学び、人間の生活の多様性を理解できるよ
うになる。

具体的な事例に基づいて地域と生活の密接な関係を理解で
きるようになる。

具体的な事例に基づいて民俗学の基礎を学ぶ。

具体的な事例に基づいて民俗学の基礎を学ぶ。

技術の視点から人類の生活を横断的に比較し、その動態を
理解できるようになる。

具体的な事例に基づき、人類生態学の基礎を学ぶ。

自然地理学の基礎を学び、地球全体の環境を意識できるよ
うになる。

自然地理学の基礎を学び、地球全体の環境を意識できるよ
うになる。

文化環境学の基礎を学び、人間の生活を相対的に眺める視
点を得ることができる。

文化環境学の基礎を学び、人間の生活を相対的に眺める視
点を得ることができる。

農耕・牧畜の生業に着目して人類の生活を鳥瞰できるように
なる。

考古学の基礎を学び、現在の生活を相対的に見る視点を養
うことができる。

都市的な空間の理解をすすめ、そこでの生活の特性を理解
できるようになる。

文化の動態について学び、現在の社会を相対的に見る視点
を得る。



史学科

科目名
科目
区分

主要授業
科目

配当
年次

①人文学の
発想を幅広
く深く身につ
ける

②テキストを
正確に読解
できる

③テキスト
についての
自らの解釈
を説得的か
つ論理的に
口頭ならび
に文章で表
現できる

④複数のテ
キストや事
象にわたる
主題につい
てその細部
を分析し、総
合する思考
力を獲得す
る

⑤他者を理
解するため
の柔軟かつ
粘り強い思
考力を持つ
こと

⑥過去を知
り未来を志
向するなか
で、総合的
な人間理解
に達するこ
と

⑦日本に関
する史料に
基づく歴史
研究の手法
および発想
を身につけ
る

⑧大陸世界
と海域世界
の史料に基
づく歴史研
究の手法お
よび発想を
身につける

⑨複合社会
論、文化人
類学、アメリ
カ社会史、
地域研究
論、文化環
境学の研究
手法・発想
を身につけ
る

文学部史学科のカリキュラム 文学部の学修成果との関連
（◎＝強く関連、　○＝関連、　△＝やや関連）

科目の学修成果

地誌学２
選択

（指定科目Ｃ）
○ １～4 ○ ○ ◎

卒業論文（制作）・卒業論文（制
作）指導演習

選択
（指定科目Ｃ）

○ 4 ◎ ◎ ○ ○

社会学 専門関連 １～4 ○ ◎ ○ ○

経済学 専門関連 １～4 ○ ◎ ○ ○

法律学 専門関連 １～4 ○ ◎ ○ ○

政治学 専門関連 １～4 ○ ◎ ○ ○

学科固有の学問領域を「社会学」の観点より相対的に関連
づける。

学科固有の学問領域を「法律学」の観点より相対的に関連
づける。

学科固有の学問領域を「政治学」の観点より相対的に関連
づける。

学科固有の学問領域を「経済学」の観点より相対的に関連
づける。

大学での４年間の学習・研究の成果を卒業論文または卒業
制作としてまとめる。

具体的な事例に基づいて地域と生活の密接な関係を理解で
きるようになる。


